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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なるチャンネルでそれぞれ放送信号を受信可能な場合に所定の基準に基づいて、当該
異なるチャンネルのうち何れか一つのチャンネルを選局可能な状態に設定するチャンネル
設定装置において、
　所定の順序で指定された各物理チャンネルに対応する各周波数帯域においてテレビジョ
ン放送信号を順次受信し、受信したテレビジョン放送信号に含まれるトランスポートスト
リームから仮想チャンネルテーブルを抽出し当該仮想チャンネルテーブルから仮想チャン
ネルのメインチャンネル番号と仮想チャンネルのサブチャンネル番号とを取得するととも
に当該トランスポートストリームから電子番組ガイドを抽出し当該電子番組ガイドから上
記取得した仮想チャンネルに対応する放送局名と番組内容のジャンルを示したジャンル情
報とを取得することにより、テレビジョン放送信号が受信された各物理チャンネルについ
て仮想チャンネルのメインチャンネル番号と仮想チャンネルのサブチャンネル番号と放送
局名とジャンル情報とを対応付けたチャンネルマップデータを生成し所定の記憶媒体に保
存し、かつ、当該チャンネルマップデータを参照して、メインチャンネル番号とサブチャ
ンネル番号と放送局名とジャンル情報との全てが一致する物理チャンネルが複数存在する
か否か判定し、メインチャンネル番号とサブチャンネル番号と放送局名とジャンル情報と
の全てが一致する物理チャンネルが複数存在すると判定した場合には、当該チャンネルマ
ップデータにおいて、当該一致する複数の物理チャンネルのうち番号の最も若い物理チャ
ンネルに対しては選択可能を示す選択可否情報を設定するとともに当該一致する複数の物
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理チャンネルのうち番号の最も若い物理チャンネルを除いた他のチャンネルに対しては選
択不能を示す選択可否情報を設定するチャンネルマップデータ更新手段と、
　外部からのチャンネルアップ／ダウンによる選局指示を受けたときに、上記チャンネル
マップデータを参照し、上記選択可否情報が選択可能に設定されている物理チャンネルの
みを対象として当該チャンネルアップ／ダウンの指示によるチャンネルの切替を行う切替
手段とを備えることを特徴とするチャンネル設定装置。
【請求項２】
　異なるチャンネルでそれぞれテレビジョン放送信号を受信可能な場合に所定の基準に基
づいて、当該異なるチャンネルのうち何れか一つのチャンネルを選局可能な状態に設定す
るチャンネル設定処理を実行するテレビジョンにおいて、
　所定の順序で指定された各物理チャンネルに対応する各周波数帯域においてテレビジョ
ン放送信号を順次受信するチューナ部と、
　チューナ部が受信したテレビジョン放送信号を復号するとともにテレビジョン放送信号
に含まれているトランスポートストリームから仮想チャンネルテーブルおよび電子番組ガ
イドを抽出するデコード部と、
　マイクロコンピュータとを備え、
　当該マイクロコンピュータは、
　　当該抽出された仮想チャンネルテーブルから仮想チャンネルのメインチャンネル番号
と仮想チャンネルのサブチャンネル番号とを取得するとともに当該抽出された電子番組ガ
イドから上記取得した仮想チャンネルに対応する放送局名と番組内容のジャンルを示した
ジャンル情報とを取得することにより、テレビジョン放送信号が受信された各物理チャン
ネルについて仮想チャンネルのメインチャンネル番号と仮想チャンネルのサブチャンネル
番号と放送局名とジャンル情報とを対応付けたチャンネルマップデータを生成し所定の記
憶媒体に保存し、当該保存したチャンネルマップデータを参照することにより、メインチ
ャンネル番号と、サブチャンネル番号と、放送局名と、ジャンル情報との全てが一致する
物理チャンネルが複数存在するか否か判定し、メインチャンネル番号とサブチャンネル番
号と放送局名とジャンル情報との全てが一致する物理チャンネルが複数存在すると判定し
た場合には、当該チャンネルマップデータにおいて、当該一致する複数の物理チャンネル
のうち番号の最も若い物理チャンネルに対しては選択可能を示す選択可否情報を設定する
とともに当該一致する複数の物理チャンネルのうち番号の最も若い物理チャンネルを除い
た他のチャンネルに対しては選択不能を示す選択可否情報を設定しておき、
　　外部からのチャンネルアップ／ダウンによる選局指示を受けたときに、上記チャンネ
ルマップデータを参照し、上記選択可否情報が選択可能に設定されている物理チャンネル
のみを対象として当該チャンネルアップ／ダウンの指示によるチャンネルの切替を行うこ
とを特徴とするテレビジョン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送信号を受信可能なチャンネルを設定するチャンネル設定装置およびテレ
ビジョンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョンにおいて放送信号を受信し、番組を視聴する場合、ある地域においては、
同じ内容の番組を異なる周波数帯域で受信可能な場合がある。
【０００３】
　各選局チャンネルの放送局に対し、その放送局と同じ放送を行う放送局（本局と中継局
との関係）があるかどうかを、選局チャンネルと放送局との関係、および本局と中継局と
の関係を予め定めたテーブルを参照して判断し、本局と中継局との関係がある場合には、
当該両放送局のうち受信レベルの高い方の放送局に対してガイドチャンネルを設定する、
ガイドチャンネル設定方法が知られている（特許文献１参照。）。
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　また、チャンネル登録処理の例として、選局したチャンネルに対応する搬送周波数帯を
受信したときに発生するＲＦ‐ＡＧＣ電圧としきい値との比較に基づいて、適切に受信可
能な信号強度のテレビ電波である否か判断し、適切な信号強度である場合にチャンネルデ
ータテーブルに上記搬送周波数を記憶するテレビジョンが知られている（特許文献２参照
。）。
【特許文献１】特開平１０‐２２４７０５号公報
【特許文献２】特開２００６‐３３３１２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述したように同一番組を異なる周波数帯域によって受信可能であると、ユーザがチャ
ンネルの選局操作をするときに、複数のチャンネルにて同一番組がテレビ画面に表示され
てしまい、ユーザに煩わしさを与えてしまう。特に、チャンネルのアップ／ダウンキーの
操作で番組を選択する際にユーザのキー操作の回数が無駄に増えてしまう。
　ここで上記文献１では、本局と本局の電波を中継する中継局との関係にある各放送局か
らテレビ放送を受信可能な場合に、何れか一つの局のチャンネルをプリセットしている。
しかし、近年のデジタルテレビジョン放送では、同じ時間帯に同じ放送局から一つのコン
テンツ（番組）だけが供給されるとは限らない。そのため、異なる周波数帯域にそれぞれ
対応した複数の物理チャンネルで受信した各番組が同一番組であるか否かの判断は、単に
各物理チャンネルに対応する放送局の関係性（あるいは共通性）だけを見て行うことはで
きない。
【０００５】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたもので、ユーザに選局させる必要性のない物理チャ
ンネルが存在するか否かを正確に判別し、チャンネル選局操作時の煩わしさを解消してユ
ーザに快適性を与えることの可能なチャンネル設定装置およびテレビジョンを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、チャンネル設定装置は、異なるチャンネルでそれぞれ放送
信号を受信可能な場合に所定の基準に基づいて、当該異なるチャンネルのうち何れか一つ
のチャンネルを選局可能な状態に設定する。チャンネルマップデータ生成手段は、放送信
号を受信可能な各物理チャンネルについての情報を記録したチャンネルマップデータであ
って、各物理チャンネルについて少なくとも、仮想チャンネルのメインチャンネル番号と
、同仮想チャンネルのサブチャンネル番号と、放送局名と、番組内容を示した所定の内容
情報とを記録したチャンネルマップデータを生成する。同一番組判定手段は、上記チャン
ネルマップデータに物理チャンネル毎に記録された各種情報のうち少なくとも２種類以上
の情報に基づいて、同一番組を受信する物理チャンネルが複数存在するか否か判定する。
物理チャンネル選別手段は、同一番組を受信する物理チャンネルが複数存在すると判定さ
れた場合には、当該同一番組を受信する複数の物理チャンネルのうち一つを除いた他のチ
ャンネルについては、外部からの選局指示に対して選局不能な状態に設定する。
【０００７】
　つまり、上記チャンネルマップデータに物理チャンネル毎に記録された各種情報のうち
少なくとも２種類以上の情報に基づいて、同一番組を受信する複数の物理チャンネルの有
無を判定するため、判定結果が極めて正確である。その結果、ユーザに選局させる必要性
の無い物理チャンネルは選局不能にし、かつ、選局可能な状態とすべき各物理チャンネル
（互いに異なる番組を受信する物理チャンネル）は選局可能にすることができる。
【０００８】
　上記物理チャンネル選別手段は、上記同一番組を受信する複数の物理チャンネルのうち
一つを除いた他のチャンネルについて、外部からのチャンネルアップ／ダウンによる選局
指示を受けたときに選局不能な状態に設定するとしてもよい。かかる構成によれば、ユー
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ザがチャンネルアップ／ダウンの選局操作をするときに、選局する必要性の無い物理チャ
ンネルをスキップすることができるので、チャンネル選局操作に要する時間も短縮され、
ユーザに快適性を与えることができる。
【０００９】
　本発明は、異なるチャンネルでそれぞれ放送信号を受信可能な場合に所定の基準に基づ
いて、当該異なるチャンネルのうち何れか一つのチャンネルを選局可能な状態に設定する
チャンネル設定装置において、所定の順序で指定された各物理チャンネルに対応する各周
波数帯域においてテレビジョン放送信号を順次受信し、受信したテレビジョン放送信号に
含まれるトランスポートストリームから仮想チャンネルテーブルを抽出し当該仮想チャン
ネルテーブルから仮想チャンネルのメインチャンネル番号と仮想チャンネルのサブチャン
ネル番号とを取得するとともに当該トランスポートストリームから電子番組ガイドを抽出
し当該電子番組ガイドから上記取得した仮想チャンネルに対応する放送局名と番組内容の
ジャンルを示したジャンル情報とを取得することにより、テレビジョン放送信号が受信さ
れた各物理チャンネルについて仮想チャンネルのメインチャンネル番号と仮想チャンネル
のサブチャンネル番号と放送局名とジャンル情報とを対応付けたチャンネルマップデータ
を生成し所定の記憶媒体に保存し、かつ、当該チャンネルマップデータを参照して、メイ
ンチャンネル番号とサブチャンネル番号と放送局名とジャンル情報との全てが一致する物
理チャンネルが複数存在するか否か判定し、メインチャンネル番号とサブチャンネル番号
と放送局名とジャンル情報との全てが一致する物理チャンネルが複数存在すると判定した
場合には、当該チャンネルマップデータにおいて、当該一致する複数の物理チャンネルの
うち番号の最も若い物理チャンネルに対しては選択可能を示す選択可否情報を設定すると
ともに当該一致する複数の物理チャンネルのうち番号の最も若い物理チャンネルを除いた
他のチャンネルに対しては選択不能を示す選択可否情報を設定するチャンネルマップデー
タ更新手段と、外部からのチャンネルアップ／ダウンによる選局指示を受けたときに、上
記チャンネルマップデータを参照し、上記選択可否情報が選択可能に設定されている物理
チャンネルのみを対象として当該チャンネルアップ／ダウンの指示によるチャンネルの切
替を行う切替手段とを備える構成としてある。
　上記構成の全てを含みつつ、さらに具体的な構成として、異なるチャンネルでそれぞれ
テレビジョン放送信号を受信可能な場合に所定の基準に基づいて、当該異なるチャンネル
のうち何れか一つのチャンネルを選局可能な状態に設定するチャンネル設定処理を実行す
るテレビジョンにおいて、所定の順序で指定された各物理チャンネルに対応する各周波数
帯域においてテレビジョン放送信号を順次受信するチューナ部と、チューナ部が受信した
テレビジョン放送信号を復号するとともにテレビジョン放送信号に含まれているトランス
ポートストリームから仮想チャンネルテーブルおよび電子番組ガイドを抽出するデコード
部と、マイクロコンピュータとを備え、当該マイクロコンピュータは、当該抽出された仮
想チャンネルテーブルから仮想チャンネルのメインチャンネル番号と仮想チャンネルのサ
ブチャンネル番号とを取得するとともに当該抽出された電子番組ガイドから上記取得した
仮想チャンネルに対応する放送局名と番組内容のジャンルを示したジャンル情報とを取得
することにより、テレビジョン放送信号が受信された各物理チャンネルについて仮想チャ
ンネルのメインチャンネル番号と仮想チャンネルのサブチャンネル番号と放送局名とジャ
ンル情報とを対応付けたチャンネルマップデータを生成し所定の記憶媒体に保存し、当該
保存したチャンネルマップデータを参照することにより、メインチャンネル番号と、サブ
チャンネル番号と、放送局名と、ジャンル情報との全てが一致する物理チャンネルが複数
存在するか否か判定し、メインチャンネル番号とサブチャンネル番号と放送局名とジャン
ル情報との全てが一致する物理チャンネルが複数存在すると判定した場合には、当該チャ
ンネルマップデータにおいて、当該一致する複数の物理チャンネルのうち番号の最も若い
物理チャンネルに対しては選択可能を示す選択可否情報を設定するとともに当該一致する
複数の物理チャンネルのうち番号の最も若い物理チャンネルを除いた他のチャンネルに対
しては選択不能を示す選択可否情報を設定しておき、外部からのチャンネルアップ／ダウ
ンによる選局指示を受けたときに、上記チャンネルマップデータを参照し、上記選択可否
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情報が選択可能に設定されている物理チャンネルのみを対象として当該チャンネルアップ
／ダウンの指示によるチャンネルの切替を行う構成を把握することができる。
【００１０】
　このような、テレビジョンというより具体的な製品においても、上記チャンネル設定装
置と同様の作用・効果を発揮する。
　また上記では、チャンネル設定装置やテレビジョンという物のカテゴリーによって本発
明の技術的思想を説明した。これに加え、チャンネル設定装置やテレビジョンが備える各
手段や構成に対応した処理工程からなる方法の発明や、チャンネル設定装置やテレビジョ
ンが備える各手段や構成に対応した処理機能をコンピュータに実行させるプログラムの発
明も把握可能であることは言うまでも無い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下の順序に従って、本発明の実施形態を説明する。
　（１）テレビジョンの概略構成
　（２）チャンネル設定処理
　（３）まとめ
【００１２】
　（１）テレビジョンの概略構成
　図１は、本実施形態にかかるテレビジョン（以下、ＴＶと略す。）１１０の概略構成を
ブロック図により示している。ＴＶ１１０はその機能の一部として、チャンネル設定装置
の役割を果たすものでもある。
　ＴＶ１１０においては、チューナ部２０が、マイクロコンピュータ８０が指示するチャ
ンネルに対応する所定の周波数帯域のテレビジョン放送信号（デジタル放送信号またはア
ナログ放送信号）をアンテナ１０を介して受信する。チューナ部２０は、受信した放送信
号を中間周波信号（ＩＦ）に周波数変換する。デジタル放送信号から周波数変換された信
号はデモジュレータ部４０に出力され、アナログ放送信号から周波数変換された信号はア
ナログデコード部３０に出力される。
【００１３】
　アナログデコード部３０は、入力された信号から映像信号（および音声信号）を復号化
（デコード）し、復号後の映像信号をスケーラ７０に出力する。
　デモジュレータ部４０は、入力された信号をＡ／Ｄ変換するとともに、変換後のデジタ
ル信号からトランスポートストリーム（ＴＳ）を抽出する。またデモジュレータ部４０は
、ＴＳのスクランブルを解除する処理を行なう。スクランブルが解除されたＴＳは、複数
のトランスポートパケットが多重化された状態であり、各トランスポートパケットには映
像信号や音声信号や各種データが格納されている。デマルチプレックス部５０は、マイク
ロコンピュータ８０が指示するチャンネルに対応する映像信号（および音声信号）をＴＳ
から抽出する。
【００１４】
　ＴＳから抽出された映像信号（および音声信号）はＭＰＥＧ規格に従って符号化（エン
コード）された状態であるため、デコード部６０は映像信号（および音声信号）をＭＰＥ
Ｇ規格に従って復号化（デコード）する。デコード部６０は、復号化した映像信号をスケ
ーラ７０に出力する。スケーラ７０は、入力された映像信号に対して、ディスプレイ１２
０の画素数に応じたスケーリング処理（解像度変換処理）や、色補正処理、エッジ強調処
理などの各種画像処理を必要に応じて実行可能であり、１画面分の画像を表したフレーム
画像データを生成し、ディスプレイ１２０に所定のタイミングで出力する。ディスプレイ
１２０は、フレーム画像データに基づいて駆動することにより画面に映像を表示する。
【００１５】
　マイクロコンピュータ８０は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等からなり、ＲＯＭに保存され
たプログラムに基づいてＴＶ１１０の各部を制御する。マイクロコンピュータ８０には上
述した各部の他にも、記憶媒体９０や外部信号受信部１００が接続されている。記憶媒体
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９０は、例えば、後述のチャンネルマップデータを保存するメモリとして用いられる。外
部信号受信部１００は、外部のリモートコントロール装置（不図示）から送信される指示
信号としての赤外線信号を受光し、これをＡ／Ｄ変換した上でマイクロコンピュータ８０
に出力する。マイクロコンピュータ８０は、リモートコントロール装置からの指示信号に
応じて、ＴＶ１１０の各部に対する制御を行うことが可能である。図示は省略しているが
、ＴＶ１１０は他にも、上記デコードされた音声信号に基づく音声出力を行うための音声
信号回路やスピーカ、ＴＶ１１０の各部に駆動用電源を供給するための電源回路など、Ｔ
Ｖとしての一般的な各構成を備える。
【００１６】
　（２）チャンネル設定処理
　図２は、ＴＶ１１０が実行するチャンネル設定処理の一例をフローチャートにより示し
ている。当該処理は、チャンネルマップデータを更新する処理であり、所定の期間毎に定
期的に、或いはユーザからの指示等に応じて実行することができる。
　ステップＳ（以下、ステップの記載は省略。）２００では、マイクロコンピュータ８０
は、その時点で記憶媒体９０に保存してあるチャンネルマップデータの内容をクリアする
。つまり、チャンネルマップデータの記録用に確保された記憶媒体９０の所定領域内の情
報を消去する。
【００１７】
　Ｓ２０５では、マイクロコンピュータ８０は、テレビジョン放送信号の各周波数帯域に
対応付けられた各物理チャンネルのうち１つの物理チャンネル（物理ｃｈ）を指定する。
例えば、周波数帯域の低いチャンネルから順に１つ選択する。
　Ｓ２１０では、マイクロコンピュータ８０は、上記指定した物理チャンネルをチューナ
部２０に指示し、チューナ部２０に当該物理チャンネルに対応する周波数帯域において放
送信号の受信を実行させ、放送信号が受信できたか否か（例えば、受信信号のレベルが所
定レベルを超えたか否か）判断する。
【００１８】
　放送信号の獲得（受信）に成功した場合には、Ｓ２１５においてマイクロコンピュータ
８０は、上記指定した物理チャンネルのチャンネル番号を、チャンネルマップデータの記
録用に確保された記憶媒体９０の上記所定領域に登録する。またＳ２１５では、物理チャ
ンネルについての各種情報も上記所定領域に登録する。本実施形態では、物理チャンネル
について少なくとも、いわゆる仮想チャンネルのメインチャンネル番号と、仮想チャンネ
ルのサブチャンネル番号と、放送局名と、番組内容を示した所定の内容情報とを登録する
。デジタル放送においては、１つの物理チャンネル内で複数の番組を多重化して放送する
ことができるため、物理チャンネル内の番組に対してはそれらを区別するために仮想チャ
ンネルという数字が割り当てられ、細分化されている。仮想チャンネルの番号は、メイン
チャンネル番号とサブチャンネル番号の組み合わせからなる。
【００１９】
　そこでＳ２１５では、マイクロコンピュータ８０はデコード部６０に指示をすることに
より、上記復号処理の過程でＴＳからチャンネル情報、例えばＰＳＩＰ（Program System
 Information Protocol）規格に基づくＶＣＴ（Virtual Channel Table）を抽出させる。
かかるチャンネル情報（ＶＣＴ）には通常、仮想チャンネルの番号つまりメインチャンネ
ル番号とサブチャンネル番号とが含まれているため、ＶＣＴを参照してメインチャンネル
番号とサブチャンネル番号とを取得し、これらを上記登録した物理チャンネルに対応付け
て記憶媒体９０に記録する。
【００２０】
　Ｓ２１５では上記処理と併せて、マイクロコンピュータ８０はデコード部６０に指示を
することにより、上記復号処理の過程でＴＳから番組情報を抽出させる。番組情報として
は、例えばＰＳＩＰ規格に基づく電子番組ガイド（ＥＰＧ）にかかるデータが考えられる
。マイクロコンピュータ８０は、抽出された上記番組情報を参照することにより、上記取
得した仮想チャンネルに対応する放送局名と、番組内容を示した所定の内容情報（本実施
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形態では番組内容を示したジャンル情報）とを取得し、この取得した情報を上記登録した
物理チャンネルに対応付けて記憶媒体９０に記録する。ただし、仮想チャンネルのメイン
チャンネル番号と、仮想チャンネルのサブチャンネル番号と、放送局名と、番組内容を示
した所定の内容情報との具体的取得方法は、上述したものに限られない。
【００２１】
　Ｓ２２０では、マイクロコンピュータ８０は、全ての物理チャンネルを１回ずつ指定し
てＳ２１０，２１５の処理を行なったか否か判断し、未指定の物理チャンネルがあれば、
Ｓ２０５に戻り、新たに指定した物理チャンネルについてＳ２１０，２１５の処理を繰り
返す。一方、未指定の物理チャンネルが残存していない場合には、Ｓ２２５以降の処理に
移る。
　Ｓ２２０までの処理によって、ＴＶ１１０が放送信号を受信可能な各物理チャンネルに
ついて各種情報（仮想チャンネルのメインチャンネル番号と、仮想チャンネルのサブチャ
ンネル番号と、放送局名と、内容情報）を記録したデータ、すなわちチャンネルマップデ
ータが記憶媒体９０に生成されたことになる。この意味で、マイクロコンピュータ８０あ
るいはＴＶ１１０は、その機能の一部としてチャンネルマップデータ生成手段を実現して
いると言える。
【００２２】
　図３は、チャンネルマップデータＴの一例を示している。
　なおチャンネルマップデータＴは、上述した各種情報に加え、ユーザによる選局の対象
とし得るか否かを定めた選局可否情報（「ＡＤＤ」または「ＤＥＬ（delete）」）をも有
する。選局可否情報を、選局可能を意味する「ＡＤＤ」に設定するか、選局不能を意味す
る「ＤＥＬ」に設定するかはＳ２２５以降の処理によって決めるが、Ｓ２２０の時点では
、全ての物理チャンネルについての選局可否情報はデフォルトの設定（「ＡＤＤ」）であ
るものとする。
【００２３】
　Ｓ２２５では、マイクロコンピュータ８０は、Ｓ２２０までの処理によって生成したチ
ャンネルマップデータから１つの物理チャンネルを選択し、当該選択した物理チャンネル
に対応する各情報をチャンネルマップデータから読み出す。便宜上、Ｓ２２５で読み出す
情報をＤａｔａＢと呼ぶ。Ｓ２２５では、当該フローチャート開始後であって、その時点
でまだＤａｔａＢの読み出し対象として選択していない物理チャンネルのうち番号が最も
若く、かつ、選局可否情報が「ＤＥＬ」に設定されていない物理チャンネルを選択する。
従って、当該フローチャートの開始後、初めてＳ２２５に進んだ場合には、図３のチャン
ネルマップデータＴに従えば、物理チャンネル“３”を選択し、これについての各情報を
読み出す。
【００２４】
　Ｓ２３０では、マイクロコンピュータ８０は、チャンネルマップデータから、Ｓ２２５
で情報を読み出した物理チャンネルとは別の物理チャンネルを選択し、当該選択した物理
チャンネルに対応する各情報をチャンネルマップデータから読み出す。便宜上、Ｓ２３０
で読み出す情報をＤａｔａＣと呼ぶ。Ｓ２３０では、直近のＳ２２５以後であって、その
時点でまだＤａｔａＣの読み出し対象として選択していない物理チャンネルのうち、直近
のＳ２２５で選択した物理チャンネルより大きい番号の中で最も若く、かつ、選局可否情
報が「ＤＥＬ」に設定されていない物理チャンネルを選択する。従って、当該フローチャ
ートの開始後、初めてＳ２３０に進んだ場合には、図３のチャンネルマップデータＴに従
えば、物理チャンネル“４”を選択し、これについての各情報を読み出す。
【００２５】
　Ｓ２３５では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ２２５で読み出したＤａｔａＢ
の放送局名と直近のＳ２３０で読み出したＤａｔａＣの放送局名とを対比し一致するか否
か判断する。一致する場合にはＳ２４０に進み、一致しない場合にはＳ２５０に進む。
　Ｓ２４０では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ２２５で読み出したＤａｔａＢ
の内容情報（ジャンル情報）と直近のＳ２３０で読み出したＤａｔａＣの内容情報（ジャ
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ンル情報）とを対比し一致するか否か判断する。一致する場合にはＳ２４５に進み、一致
しない場合にはＳ２５０に進む。
【００２６】
　Ｓ２４５では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ２３０で読み出したＤａｔａＣ
にかかる物理チャンネルについての選択可否情報の設定を「ＤＥＬ」に変更する。つまり
、上記のようにチャンネルマップデータを参照した結果、直近のＳ２３０で選択した物理
チャンネルについては、それと番組が同一の物理チャンネルが他に存在すると判断された
ため、選局の必要性が無いと言え、選局不能な状態に設定する。一方、Ｓ２３５，２４０
のいずれかで“Ｎｏ”の判断をした場合は、直近のＳ２２５で選択した物理チャンネルと
直近のＳ２３０で選択した物理チャンネルとは同一番組であると言えないため、直近のＳ
２３０で選択した物理チャンネルについて選局可否情報の設定は変更しない（「ＡＤＤ」
のまま）。
【００２７】
　Ｓ２５０では、直近のＳ２２５後において、ＤａｔａＣの読み出し対象として選択でき
る物理チャンネルの全てを選択し終えたか否か判断し、未選択のものがあればＳ２３０に
戻り、新たにＤａｔａＣの読み出し対象として物理チャンネルを選択し、選択した物理チ
ャンネルに対応する各情報をＤａｔａＣとして読み出し、Ｓ２３５以降の処理を繰り返す
。一方、直近のＳ２２５後において、ＤａｔａＣの読み出し対象として選択できる物理チ
ャンネルの全てを選択し終えている場合には、Ｓ２５５に進む。
【００２８】
　Ｓ２５５では、当該フローチャート開始後に、ＤａｔａＢの読み出し対象として選択で
きる物理チャンネルの全てを選択し終えたか否か判断し、未選択のものがあればＳ２２５
に戻り、新たにＤａｔａＢの読み出し対象として物理チャンネルを選択し、選択した物理
チャンネルに対応する各情報をＤａｔａＢとして読み出し、Ｓ２３０以降の処理を繰り返
す。一方、当該フローチャート開始後に、ＤａｔａＢの読み出し対象として選択できる物
理チャンネルの全てを選択し終えている場合には、当該フローチャートを終了する。これ
により、チャンネルマップデータの更新が完了する。この意味で、マイクロコンピュータ
８０あるいはＴＶ１１０は、その機能の一部として、同一番組判定手段と物理チャンネル
選別手段とを実現していると言える。
【００２９】
　このように、チャンネルマップデータに登録されている各物理チャンネルの中に、同一
番組を受信する物理チャンネルが複数存在する場合には、同一番組を受信する各物理チャ
ンネルのうち番号の最も若い物理チャンネルを除いた他のチャンネルについては、選択可
否情報の設定を「ＤＥＬ」に変更する。図３は、図２の処理に従って物理チャンネル“３
”と物理チャンネル“８”とが同一番組を受信するものでありかつ物理チャンネル“５”
と物理チャンネル“７”とが同一番組を受信するものである、と判定された例であり、こ
の場合、物理チャンネル“７”および物理チャンネル“８”について、選局可否情報の設
定が「ＤＥＬ」に変更される。
【００３０】
　上記チャンネル設定処理後における作用について説明する。
　ユーザは、ＴＶ１１０の視聴時において、リモートコントロール装置などのチャンネル
アップ／ダウンキーを操作することによりマイクロコンピュータ８０に、チャンネルのア
ップまたはダウンによる切り替えを指示することができる。マイクロコンピュータ８０は
、チャンネルのアップ／ダウンの指示を受け付けた場合には、そのとき記憶媒体９０に保
存されているチャンネルマップデータを参照し、選局可否情報が「ＡＤＤ」に設定されて
いる物理チャンネルだけを対象としたチャンネルアップ／ダウンによる切替を、チューナ
部２０に実行させる。従って、図３の例で言えば、物理チャンネル“７”，“８”は、チ
ャンネルアップ／ダウンの操作によるチャンネル切替の際に切替対象から除外される（ス
キップされる）ことになる。
【００３１】
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　図４は、ＴＶ１１０が実行するチャンネル設定処理の別の例をフローチャートにより示
している。図４のＳ３００～Ｓ３３０，Ｓ３６０，Ｓ３６５は、図２のＳ２００～Ｓ２３
０，Ｓ２５０，Ｓ２５５の処理と同じであるため、説明は省略する。
　上記図２にかかる実施例では、番組が同一であるか否かの判断を、放送局および内容情
報が一致するか否かによって行っていたが、図４の実施例では、さらに番組同一の判断要
素を増やす。つまり、Ｓ３３５では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ３２５で読
み出したＤａｔａＢのメインチャンネル番号と直近のＳ３３０で読み出したＤａｔａＣの
メインチャンネル番号とを対比し一致するか判断し、一致する場合にはＳ３４０に進み、
一致しない場合にはＳ３６０に進む。
【００３２】
　Ｓ３４０では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ３２５で読み出したＤａｔａＢ
のサブチャンネル番号と直近のＳ３３０で読み出したＤａｔａＣのサブチャンネル番号と
を対比し一致するか判断し、一致する場合にはＳ３４５に進み、一致しない場合にはＳ３
６０に進む。Ｓ３４５では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ３２５で読み出した
ＤａｔａＢの放送局名と直近のＳ３３０で読み出したＤａｔａＣの放送局名とを対比し一
致するか判断し、一致する場合にはＳ３５０に進み、一致しない場合にはＳ３６０に進む
。Ｓ３５０では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ３２５で読み出したＤａｔａＢ
の内容情報（ジャンル情報）と直近のＳ３３０で読み出したＤａｔａＣの内容情報（ジャ
ンル情報）とを対比し一致するか判断し、一致する場合にはＳ３５５に進み、一致しない
場合にはＳ３６０に進む。
【００３３】
　Ｓ３５５では、マイクロコンピュータ８０は、直近のＳ３３０で読み出したＤａｔａＣ
にかかる物理チャンネルについての選択可否情報の設定を「ＤＥＬ」に変更する。つまり
、チャンネルマップデータを参照した結果、直近のＳ３３０で選択した物理チャンネルに
ついては、それと番組が同一の物理チャンネルが他に存在すると判断されたため、選局不
能な状態に設定する。一方、Ｓ３３５～Ｓ３５０のいずれかで“Ｎｏ”の判断をした場合
は、直近のＳ３２５で選択した物理チャンネルと直近のＳ３３０で選択した物理チャンネ
ルとは同一番組ではないと判断し、直近のＳ３３０で選択した物理チャンネルについて選
局可否情報の設定は変更しない（「ＡＤＤ」のまま）。
【００３４】
　図５は、図４の実施例を適用した場合に最終的に得られるチャンネルマップデータＴ´
を示している。図５においては、物理チャンネル“３”と物理チャンネル“８”とが同一
番組を受信するものと判定され、この場合、物理チャンネル“８”について選局可否情報
の設定が「ＤＥＬ」に変更される。従って、かかるチャンネルマップデータＴ´を生成し
た場合、マイクロコンピュータ８０は、チャンネルのアップ／ダウンの指示を受け付けた
際には、チャンネルマップデータＴ´を参照し、物理チャンネル“８”をチャンネルアッ
プ／ダウンの操作によるチャンネル切替の対象から除外する（チューナ２０に物理チャン
ネル８を除外したチャンネルアップ／ダウンの切替を実行させる。）。
【００３５】
　なお、チャンネルマップデータに記録された物理チャンネル中に同一番組を受信するも
のがあるか否かの判断は、図２，４に示した例に限られず、チャンネルマップデータに記
録されている各情報（仮想チャンネルのメインチャンネル番号、仮想チャンネルのサブチ
ャンネル番号、放送局名、内容情報）のうち２種類以上の情報について一致するか否かを
判断することにより行うことができる。
【００３６】
　（３）まとめ
　このように本実施形態によれば、各周波数帯域をオートスキャンしてテレビジョン放送
信号を獲得した各物理チャンネルについて、仮想チャンネルのメインチャンネル番号、仮
想チャンネルのサブチャンネル番号、放送局名、内容情報などの各情報を記録したチャン
ネルマップデータを、テレビジョン放送信号の復号結果から抽出したチャンネル情報や番
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組情報に基づいて生成し、当該生成したチャンネルマップデータ中に、同一番組を受信す
る物理チャンネルが複数登録されているか否かを、物理チャンネル間で上記各情報のうち
少なくとも２種類以上の情報が一致するか否かによって判定し、同一番組を受信する物理
チャンネルが複数登録されている場合には、同一番組にかかるもののうち一つの物理チャ
ンネル（例えば、最もチャンネル番号が若い物理チャンネル）を除いた他の物理チャンネ
ルについては、選局可否情報を「ＤＥＬ」に設定し、外部からのチャンネルアップ／ダウ
ンの指示に対しては、上記「ＤＥＬ」に設定された物理チャンネルを選局対象から除いた
状態でチャンネル切替を行う。
【００３７】
　つまり、ユーザがリモートコントロール装置などのチャンネルアップ／ダウンキーを操
作したとき、同一番組を他の物理チャンネルでも受信可能であるために選局する必要性の
ない物理チャンネルについては自動的に選局対象から外されることとなる。よって、チャ
ンネルアップ／ダウンキーで選局するチャンネル数が少なくなり、ユーザのチャンネル切
替操作が簡素化し、ユーザの快適性が向上する。また本実施形態では、同一番組を受信す
る物理チャンネルが複数登録されているか否かを、物理チャンネル間で上記各情報のうち
少なくとも２種類以上の情報が一致するか否かによって判定するため、番組の同一性を非
常に正確に判断することができる。その結果、実際には番組が異なるにも拘らず少ない情
報に基づいて同一番組であると判断してしまい、本来選局対象として残しておくべきチャ
ンネルを選局不能に設定してしまう、という不都合が回避される。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本実施形態にかかるテレビジョンの概略構成の一例を示したブロック図。
【図２】チャンネル設定処理の一例を示したフローチャート。
【図３】チャンネルマップデータの一例を示した図。
【図４】チャンネル設定処理の他の例を示したフローチャート。
【図５】チャンネルマップデータの他の例を示した図。
【符号の説明】
【００３９】
１０…アンテナ
２０…チューナ部
３０…アナログデコード部
４０…デモジュレータ部
５０…デマルチプレックス部
６０…デコード部
７０…スケーラ
８０…マイクロコンピュータ
９０…記憶媒体
１００…外部信号受信部
１１０…テレビジョン
１２０…ディスプレイ
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